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１ 概 況
本市の病院事業は，県下の中核的医療機関として，市民はもとより県民の健康保持

に必要な医療の提供を目的としている。この目的を達成するため，医師，看護師をは
じめ薬剤師などの医療技術者の技術向上を図り，専門的で高度な医療の提供及び救急
医療体制の確立に努力している。また，医師の卒後研修を行う臨床研修指定病院，看
護学校生徒の実習病院としての機能を果たしている。平成30年３月に地域医療支援病
院に承認されたほか，ＤＰＣ特定病院群に指定されている。
創 立

昭和１５年４月市立診療所として発足
昭和２０年４月市立病院に改称，現在に至る。この間，昭和３９年４月地方公営企業法

財務規定等適用，昭和４４年４月同法全部適用
所 在 地

上荒田町３７番１号（平成２７年５月移転）
敷地及び建物

敷地面積 ４４，６３２㎡

建物面積 病 院 本 棟 地上８階，塔屋１階 ４８，６７８㎡
エネルギーセンター 地下１階，地上３階 ２，５５０㎡
院内保育所 地上２階 ５２２㎡
そ の 他 ８５６㎡

計 ５２，６０６㎡

２ 経営の基本
敢 設 置

市民の健康保持に必要な医療を提供するため，病院事業を行い，企業の経済性を発
揮するとともに，公共の福祉の増進を図るよう運営するものとする。
柑 診療科目（２８科）

内科・神経内科・消化器内科・循環器内科・呼吸器内科・リウマチ科・小児科・新
生児内科・精神科・放射線科・消化器外科・心臓血管外科・呼吸器外科・乳腺外科・
小児外科・整形外科・形成外科・脳神経外科・皮膚科・泌尿器科・産婦人科・眼科・
耳鼻咽喉科・歯科・歯科口腔外科・麻酔科・救急科・病理診断科
桓 病 床 数

５７４床（一般病床５６８床・感染症病床６床）
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棺 救命救急センター

重症救急患者に対し，２４時間体制で高度な救急医療を行うため，昭和６０年１月に開
設した。新病院では，初期治療室や観察室等を拡充し，緊急手術に対応した処置室を
設置した。また，救命救急センター内には集中治療室（ＩＣＵ）や分娩室などへ直結
する専用エレベーターを設置するなどさらなる救急医療の充実を図っている。なお，
平成２３年７月には小児救急医療拠点病院に指定されている。
款 成育医療センター

新病院では，従来の総合周産期母子医療センターの機能に小児科部門を加えた成育
医療センターを設置し，出生前から小児期まで一貫した医療体制を整備している。新
生児集中治療室（ＮＩＣＵ ３６床），新生児治療回復室（ＧＣＵ １２床），後方ベッド
（３２床），母子・胎児集中治療室（ＭＦＩＣＵ ６床）を設置している。
歓 脳卒中センター

日本人の３大死亡要因のひとつで，鹿児島において死亡率の高い脳卒中患者に対応
するため，平成２０年１月に脳卒中ケアユニット（ＳＣＵ ３床）の設置と，脳卒中専
門医による２４時間体制の対応により，発症直後の超急性期の治療も行える脳卒中セン
ターを開設し，新病院でも同様の体制を維持している。
汗 先進内視鏡診断・治療センター

平成２8年度に購入した内視鏡下手術支援ロボット（ダ・ヴィンチ）をはじめ，内視
鏡による診断及び治療をより先進的・効果的に行うために診療センターとして先進内
視鏡診断・治療センターを平成２9年４月に設置した。
漢 がん診療部門

平成２３年４月に地域がん診療連携拠点病院に指定された。新病院では，消化器，呼
吸器，乳腺，泌尿器，婦人科領域のがん診療の充実を図るほか，中央手術室を１１室，
集中治療室（ＩＣＵ）を１６床に増床するとともに，高精度の放射線治療装置を設置し
た。また，外来化学療法室を１５床に拡充するほか，がん相談支援センターを開設し，
包括的ながん診療が行える施設を目指している。
澗 医療安全管理室

医療安全管理に関する委員会の運営，職員に対する教育や研修及び医療事故に関す
る情報収集・分析・対策等を総括することを目的として，平成１９年４月に設置した。
潅 医療連携・入退院センター

地域の医療機関や介護施設等との協力・連携の拠点として支援を行うほか，医療
ソーシャルワーカー，相談員による福祉部門等との連絡調整，相談等を行い，患者に
最良の医療サービスを提供することを目的として，平成１９年４月に医療連携室が設置
されたが，平成２７年５月から新病院では新たに入退院の支援も行う医療連携・入退院
センターとしてスタートした。
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環 教育病院施設

医師の臨床研修は，昭和４７年に医師法の臨床研修病院に指定され，平成１５年には新
たな医師臨床研修制度に対応する臨床研修病院として指定を受けている。また，多数
の看護師養成所の実習病院としての役割を果たしている。
甘 鹿児島県ドクターヘリの運航

傷病者の救命率の向上と後遺症の軽減を図るため，当院を基地病院とする鹿児島県
ドクターヘリの運航が平成２３年１２月に開始した。ドクターヘリは，救急医療に必要な
機器及び医薬品を装備したヘリコプターで，救急医療の専門医及び看護師等が同乗し
救急現場等に向かうことにより，現場等から医療機関に搬送するまでの間，患者に救
命医療を行うことができるようになった。運航時間内は，屋上ヘリポートに駐機し，
要請があれば直ちに出動できる体制を整えている。
監 鹿児島市ドクターカーの運用

消防局が実施主体となり，センター方式により，基地病院である市立病院内に救急
隊待機場所を設置し，ドクターカーの運用を平成26年10月から開始した（平日８時３０
分〜１７時１５分）。28年２月には土曜日（祝日除く）まで運用を拡大した。平成２９年８
月からは，日，祝日（年末年始を含む）まで拡大した全日昼間の運行としている。
看 市立病院移転

施設の老朽化，狭隘化に伴い，平成２７年度の新築移転に向けた取り組みを進め，２１
年度は基本設計，２２年度から２３年度にかけては実施設計を行った。２４年度から２６年度
まで建設工事を行い，２７年５月１日に上荒田町に移転開院した。
現病院との概要比較
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新 病 院旧 病 院

上荒田町37番１号加治屋町20番17号所 在 地

44,632㎡15,863㎡敷 地 面 積

5２,６０６㎡39,971㎡延 べ 面 積

地上８階 塔屋１階地下１階 地上８階建 物 階 数

約41m約35m建 物 高 さ

鉄骨造
一部鉄骨鉄筋コンクリート造

（免震構造）
鉄骨鉄筋コンクリート造

鉄筋コンクリート造
構 造
（ 病 院 本 棟 ）

5７４床
（うち一般病床5６８床）

687床
（うち一般病床641床）病 床 数

6５０台222台駐 車 台 数



３ 事業計画

４ 事業実績
敢 科別患者数（平成２９年度） （単位：人，％）

－３８２－
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）

増 減平成３０年度平成２９年度事 項区 分

0５７４５７４病 床 数 （ 床 ）

１ 事 業 計 画

0５６８５６８一 般 病 床イ

０６６感 染 症 病 床ロ

０００結 核 病 床ハ

△８，３００３６０，9００３６９，２００患 者 数 （ 人 ）

△３，１００１７６，２００１７９，３００外 来 患 者イ

△５，２００１８４，７００１８９，９００入 院 患 者ロ

０００改 築 工 事 費 （ 千 円 ）

２ 建設改良計画 △５５４，１０6４５５，９７１１，０１０，０７７資 産 購 入 費 （ 千 円 ）

0００建 設 事 業 費 （ 千 円 ）

構成比計外来入院種別
科別構成比計外来入院種別

科別

３．６１３，２３０８，０７０５，１６０形 成 外 科６．４２３，９７５１３，６６６１０，３０９内 科

５．５２０，４８８７，６５７１２，８３１脳神経外科３．３１２，３０８４，４４３７，８６５神 経 内 科

３．９１４，６３６５，９３８８，６９８救 急 科４．４１６，４３5７，７１１８，７２４呼吸器内科

１．８６，８４３６，１９９６４４皮 膚 科９．４３４，９７０１９，７３０１５，２４０消化器内科

５．６２０，６６８１０，３４１１０，３２７泌 尿 器 科５．５２０，６０３９，１６０１１，４４３循環器内科

１０．８４０，２８１１９，２１９２１，０６２産 婦 人 科５．１１９，１３０８，３５６１０，７７４小 児 科

７．６２８，１３７３，８６９２４，２６８新生児内科０．１２０８２０８崖精 神 科

４．４１６，３０9１１，８８１４，４２８眼 科３．７１３，７８３３，４８７１０，２９６消化器外科

５．０１８，７５０９，５４９９，２０１耳鼻咽喉科１．２４，５３８１，７９３２，７４５呼吸器外科

１．６５，８６６５，８２３４３放 射 線 科１．２４，５６２３，５８０９８２乳 腺 外 科

０．４１，４５６１６９１，２８７麻 酔 科１．１４，０３５２，４５０１，５８５小 児 外 科

３．４１２，７５５１０，０１5２，７４０歯科・歯科口腔外科１．４５，１８１１，９４７３，２３４心臓血管外科

１００．０３７２，３２０１８２，６７４１８９，６４６合 計３．５１３，１７３７，４１３５，７６０整 形 外 科



柑 科別収入状況（平成２９年度調定額） （単位：千円，％）

桓 医療費負担患者数（平成２９年度） （単位：人，％）

棺 年度別患者数・収入状況（調定額） （前年度＝１００）

－３８３－

構成
比計外 来入 院種別

科別
構成
比計外 来入 院種別

科別
2．6458，04891，574366，474形 成 外 科4．5806，948305，480501，468内 科

7．11，270，07294，2501，175，822脳神経外科2．6456，65247，494409，158神 経 内 科

3．6648，702125，864522，838救 急 科4．4790，938318，566472，372呼吸器内科

0．346，96121，53625，425皮 膚 科7．81，385，201608，491776，710消化器内科

5．6994，915253，846741，069泌 尿 器 科6．41，131，373160，809970，564循環器内科

9．11，627，544175，4071，452，137産 婦 人 科7．11，273，124403，955869，169小 児 科

13．22，359，950216，3132，143，637新生児内科0．01，2381，238－精 神 科

3．5618，884185，827433，057眼 科4．8854，44454，747800，697消化器外科

3．8672，763182，718490，045耳鼻咽喉科2．1382，03541，291340，744呼吸器外科

2．0356，421353，5652，856放 射 線 科0．9164，87590，54774，328乳 腺 外 科

1．0175，746537175，209麻 酔 科1．2213，53249，889163，643小 児 外 科

1．1186，56063，181123，379歯科・歯科口腔外科2．8507，02631，519475，507心臓血管外科

１００．０１７，８２７，０９１３，９５１，６４３１３，８７５，４４８計2．5443，13973，999369，140整 形 外 科

病
院
事
業
（
４
事
業
実
績
）

負 担 区 分
延 患
者 数

種別

区分
そ の 他退 職

医 療
後 期
高 齢 者

生 活 保
護 及 び
命 入

労 災
保 険

社 会
保 険
（家族）

社 会
保 険
（本人）

国 保

２，５５１７８０４５，７２７６，８２５１，９７４４８，７８３３３，５０６４９，５００１８９，６４６入 院

８，６７６１，０４５３８，３６９８，３９０１，７２７３７，０９５３７，４２８４９，９４４１８２，６７４外 来

１１，２２７１，８２５８４，０９６１５，２１５３，７０１８５，８７８７０，93４９９，４４４３７２，３２０計

３．０％０．５％２２．６％４．１％１．０％２３．１％１９．１％２６．７％１００．０％構 成 比

平成２９年度平成２８年度平成２7年度年 度
区 分 対前年比対前年比対前年比

％
１０2．7

人
１８9，646

％
１０４．０

人
１８４，５８９

％
107．1

人
１７７，４１１入 院

患 者 数 １０3．0１８2，674１００．６１７７，２８６105．3１７６，１４５外 来
１０2．9372，320１０２．４３６１，８７５106．2３５３，５５６計

％
107．6

千円
13，875，448

％
10９．８

千円
１２，８９４，５４７

％
111．5

千円
11，745，767入 院

収 入 状 況 １12．9３，951，643１０９．７３，４９９，６１７111．43，190，341外 来
１０8．717，827，091１０９．８１６，３９４，１６４111．414，936，108計



５ 財 務
敢 予算概要（平成３０年度） （単位：千円）

－３８４－
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（
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）

支 出収 入

予定額款 項 目予定額款 項 目

２０，６００，４０１収 益 的 支 出１９，８３１，５３３収 益 的 収 入

２０，６００，４０１病 院 事 業 費 用１１９，８３１，５３３病 院 事 業 収 益１

１９，７２４，３８７医 業 費 用１１８，３３２，３９３医 業 収 益１

１０，３４５，１３５給 与 費１１４，１１８，５７７入 院 収 益１
５，０２２，２３６材 料 費２３，９３９，９３１外 来 収 益２
２，３８２，３６３経 費３２７３，８８５そ の 他 医 業 収 益３
１，８０５，０５４減 価 償 却 費４１，４９９，１４０医 業 外 収 益２

２２，３４１資 産 減 耗 費５２，２８１受 取 利 息 配 当 金１
１４７，２５８研 究 研 修 費６３０，０１２国 庫 補 助 金２
８７０，４８０医 業 外 費 用２３６８，２３５県 補 助 金３
３００，６４９支払利息及び企業債取扱諸費１４６９，７０９負 担 金 交 付 金４
６７，３１０長期前払消費税額償却２２７１，５８９他 会 計 補 助 金５
１１４，６００繰 延 勘 定 償 却３１１０，３４１受 託 収 益６
１４，７６５消費税及び地方消費税４１２８，６６７長 期 前 受 金 戻 入７
３７３，１５６雑 損 失５１１８，３０６そ の 他 医 業 外 収 益８

５３４特 別 損 失３

５３４過 年 度 損 益 修 正 損１
５，０００予 備 費４

５，０００予 備 費１

△７６８，８６８収 支 差 引

１，３１５，５９９資 本 的 支 出５８６，３５１資 本 的 収 入

１，３１５，５９９資 本 的 支 出１５８６，３５１資 本 的 収 入１

４５５，９７１建 設 改 良 費１２０４，９００企 業 債１

４５５，９７１資 産 購 入 費１２０４，９００企 業 債１
８５４，６２８企 業 債 償 還 金２３８１，４５１出 資 金２

８５４，６２８企 業 債 償 還 金１３８１，４５１一 般 会 計 出 資 金１
５，０００予 備 費３

５，０００予 備 費１

７２９，２４８損 益 勘 定 留 保 資 金 等

２１，１４７，１３２合 計２１，１４７，１３２合 計
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－３８５－

病
院
事
業
（
５
財

務
）

平成３０年度予算平成２９年度決算平成２8年度決算年 度
科 目

１８，３１４，０７２１８，１０７，４１５１６，６４５，１８４医 業 収 益１

１４，１１７，５６６13，874，562１２，８９３，６２４入 院 収 益１
３，９３９，２０８3，951，010３，４９８，９７５外 来 収 益２
２５７，２９８281，843２５２，５８５そ の 他 医 業 収 益３

１９，４５７，９９２１８，６１８，２２５１７，４１０，８３２医 業 費 用２

１０，３３９，４１７9，797，727９，４９７，４１５給 与 費１
４，９４２，４１５4，912，592４，１９４，４９２材 料 費２
２，２１２，１５６2，065，537１，９１６，９５５経 費３
１，８０５，０５４1，731，447１，７０１，５６０減 価 償 却 費４

２２，３４１21，917１１，２１６資 産 減 耗 費５
１３６，６０９89，005８９，１９４研 究 研 修 費６

△１，１４３，９２０△５１０，８１０△７６５，６４８医 業 損 益

１，４９１，３０７１，４０８，３０３１，１００，３３５医 業 外 収 益３

２，２８１2，371１，３１３受 取 利 息 配 当 金１
３０，０１２24，146２４，５６３国 庫 補 助 金２

３６８，２３５366，494３３３，５９５県 補 助 金３
４６９，７０９465，795４１０，２９２負 担 金 交 付 金４
２７１，５８９250，899３１，３１７他 会 計 補 助 金５
１１０，３４１37，817３２，６６０受 託 収 益６
１２８，６６７138，662１４６，６４０長 期 前 受 金 戻 入７
１１０，４７３122，119１１９，９５５そ の 他 医 業 外 収 益８

１，１１７，４１１１，１００，２５２１，０７４，５４８医 業 外 費 用４

３００，６４９302，697３０３，０６５支払利息及び企業債取扱諸費１
６７，３１０67，310６７，３１０長 期 前 払 消 費 税 額 償 却２

１１４，６００114，600１１４，６００繰 延 勘 定 償 却３
６３４，８５２615，645５８９，５７３雑 損 失４

△７７０，０２４△２０２，７５９△７３９，８６１経 常 損 益

００３，９１１，９３９特 別 利 益５

５３４１，０１３１，１９７，８５９特 別 損 失６

５，０００００予 備 費７

△７７５，５５８△２０３，７７２１，９７４，２１９当 年 度 純 損 益

２９（決算）２８（決算）２7（決算）２６（決算）年度
区分

19，515，718２１，６５７，４５８１6，886，859１４，５３１，９９２総 収 益 �イ

19，719，490１９，６８３，２３９20，700，072１９，０４８，１６９総 費 用 �ロ

△203，772１，９７４，２１９△3，813，213△４，５１６，１７７差 引 �イ��ロ

99．０１１０．０81．6７６．３収 益 率 �イ��ロ
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